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平成23年度第９回大阪府河川整備委員会　議事概要

日　時
：平成24年2月24日（金）9:30～12:20
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀委員長、石田委員、下村委員、多々納委員、田中丸委員、中嶋委員、中谷委員、野呂委員、福田委員　計９名　（欠席：道奥委員）

結　論


概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 大川水系河川整備計画（素案）について
○河川情報の提供に関する事項において、洪水リスクのみならず、地域の安全度を高めるといった観点から、土砂災害や津波等にも注意することを促す記述にすべきでは。
○流域の将来像や河川整備計画の目標に関する記述に、前段の流域の概要の中で整理された自然環境の特性等に触れるなど、論理的な展開となるよう工夫されてはどうか。
○横断図の河川堤防や家屋、樹木のスケールが分かるよう人間を追加するなど工夫して頂きたい。
○洪水対策の目標に係る記載について、当面の治水目標の設定フローをイメージして、簡潔な表現でまとめてもらいたい。併せて治水施設の当面の目標と流域全体での目標についてわかりづらいので整理して頂きたい。
また、水質に関する記述についても、目的が不明確なため整理頂きたい。
●ご指摘いただいた委員意見を踏まえ、整理する。

○河川整備計画（素案）の内容について、概ね了承。ただし、住民意見の聴取については、委員意見を踏まえて修正し、再確認後に実施すること。
(2) 一級河川前川の治水手法案について
○前回委員会での意見では、放水路案では、その計画位置のため府管理区間のみならず市管理区間でも浸水被害軽減の便益が得られることから、この便益も加味した比較が良いとの主旨であったと思う。したがって、可能であれば、次回、市管理区間の便益を算出いただければと思う。
●委員意見を踏まえ、整理する。
　　○河道改修（掘削）案が、非常に安価で、たとえ放水路案における市管理区間の便益を加味してもB-Cからみた事業効率が逆転することはまずないと思われ、河道改修（掘削）案が適切であることは理解できる。
○治水手法の検討にあたっては、コストだけを考えて設定することになるのか。
●施設規模を超える外力に対する減災効果も考慮したB-Cから、最も有利な治水手法案を選定することが基本的な考え方である。今回、いずれの治水手法案でも便益がほぼ等しくなると見込まれたことから、イニシャルコストの比較で治水手法を設定しようと考えたものである。
○治水手法の設定に、費用だけでなく便益も考慮したB-Cでの評価は非常に有意義である。なお、50mm治水対策を河道改修に決めた上で、50mm対策後を基点に65mm対策を考えても、引き続き河道改修が優位となるため、現状からの費用と便益で治水手法を比較することを標準的な考えとし、今後、他河川においての治水手法の審議ができればと考える。
また便益に関しても、定量評価が困難な場合は定性評価でも可と考える。
○治水手法は河道改修（掘削）案が適切と考えるが、委員意見を踏まえて資料を再整理し、次回委員会で示すこと。
(3) 二級河川大津川水系の当面の治水目標の設定（流域の概要）について
○資料3P46の流量配分図は、どのような主旨で記載しているのか。今後議論すべき部分であろう槇尾川でのダム中止などを明確にすべきと考える。
●平成12年に策定された大津川水系河川整備基本方針に記載されたもので、既計画を示したものである。

○次回以降の治水専門部会で、当面の治水目標を審議する。
(4) 淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画（変更素案）について
○資料4-2のP65表-32の取り組みで、「地域が主体となった川づくり」について記載がないゾーンでは、将来的にも考えないということか。
●高い堤防により物理的に人が河川に近づくことが困難で、水深が深いこともあって難しいと考えているが、景観の改善に関しては、今後、具体的に考えていきたい。併せて、アドプトリバー活動の支援等、ソフト面を中心に取り組んでまいりたい。また、表-32の取り組み内容については本編にも記載させて頂く。
○大川、音川等の資料にある氾濫解析結果については、その条件を明示するとともに破堤･溢水を分類すること。
　　○今回の寝屋川流域での総合治水対策に基づく河川整備計画について、特定都市河川浸水被害対策法との関係を示した方が良いと思う。
●河川整備計画は、河川法に基づき河川管理者が策定するものであるが、特定都市河川浸水被害対策法は、河川と下水道など流域全体で治水を強化することを目的としており、両者の関係性を示すよう工夫する。
○委員意見を踏まえて記載内容を修正し、次回、再度審議する。
大川水系河川整備計画（素案）について
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